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I nform ation 2011年11月～12月 人々アートマーケ
ッツと

ヘブンアーティストな その
1

その1

モツゴ

その場でハガキの裏にマジックで絵も描いてくれるキン・
シオタニさん。このライブ感が「アートマーケッツ」の魅力。

　「この間のトークライブ行きまし
た！」「テレビで見ました！」「数年
前に来たときもハガキを買ったんで
すよ」……休日の公園の路上で店を
開くキン・シオタニさんのもとに
は、代わる代わる老若男女が訪れて
は言葉を交わしていきます。

　井の頭公園で、休日の出店や大道芸が「アートマーケッツ」として登録制
になったのは2007年。それよりずっと前の1995年から公園を表現活動
の場のひとつとしてきたキン・シオタニさんは、吉祥寺の書店『BOOKS
ルーエ』のブックカバーのイラストでも知られ、まさに地元アートシーン
を象徴する存在です。そして、TVの散歩番組の案内役、あちこちのトーク
イベント、雑誌や教科書のイラストなど、多様な領域で活躍中です。
　「仕事が忙しくなってもいなくならないで」と声をかけられることも少
なくないそうですが、「僕は、公園で人としゃべってハガキを売りながら
人を楽しませる大道芸的なことも好きだから、こうして続けてるだけ」
……とご本人はきわめて自然体。「あえてブログやTVで予告せず、来
られる時に出店してます」。

　関東の池や川に親しんで育った人には「クチボソ」と
いう地方名のほうがピンとくるかもしれません。その名
のとおり、おちょぼ口をした小魚です。
　井の頭池の水が濁り水草が失われた後も、モツゴは繁
栄を続けていました。フナなどと違って、水中の岩や枝
に産卵し、オスが卵を汚れや敵から懸命に守る習性があ
るからです。しかし現在、誰かが放した外来魚、オオク
チバスとブルーギルが大増殖し、モツゴは絶滅寸前で
す。井の頭かんさつ会は2007年8月から調査と外来魚の駆
除を続けていますが、いったん減ってしまったモツゴは
数を回復できていません。この魚の激減は、それを食べ

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

プールのモツゴ
（2011年4月の調査時）

外来魚がいなければ
モツゴは増える。

て命をつないでいた生き物にも大きな影響を与えまし
た。対策が遅れたのは、濁った水の中で起きていること
を気にかける人がほとんどいなかったせいです。
　現在、井の頭池の一角ひょうたん池にモツゴなどの保
護池を造る工事が行われています。2008年に、使われて
いなかった西園プールにモツゴ58匹を避難させました。
外敵が少ないプールで順調に増えていたのですが、西園
の整備のためプールが撤去されることになり、新たな避
難場所が必要になったのです。引越しは11月13日（日）
の予定です。その後は、外来魚が侵入していないか、モ
ツゴなどが順調に繁殖できているかなどを確認するた
め、保護池を継続的にモニタリングします。水を抜いて
外来魚を全て駆除する、井の頭池の「かい掘り※」が実現
するまでの活動になります。モツゴのオスのように、
しっかりと見守り、世話をしたいと思います。
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井
の
頭
池
に
は
2
0
0
5
年
ご
ろ
は
３
組
の
カ
ッ
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に
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は
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ま
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６
つ
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
水

が
澄
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。

　

数
が
少
な
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縄
張
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飛
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追
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し
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あ
り
ま
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介
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井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

今月の
はな子

※「かい堀り」… 池や沼などの水を汲み出して干し、中の魚を捕ること。（広辞苑）
 今回の井の頭池のかい掘りは、一旦魚を全部捕って、その中の外来魚を全部除去
 することになります。

『いのけん』  講座
答え合わせ

問題1

問題2
答え：（c）ブルーギル
解説：前はモツゴが多かっ

たのですが、外来魚に
食べられて減ってし
まいました。今いちば
ん多いのは外来魚の
ブルーギルです。

答え：×
解説：もともとは、台地の

地下を流れる水が、
低いところでわき出
してできた自然の池
です。わき水が涸れ
始めたのはほんの
50年ほど前です。

●2011年３月19日（土）～11月27日（日）
　資料館特設展示 「ちゅう  げっ歯類展」
●2011年９月６日（火）～12月28日（水）
　資料館特設展示 「小さなふしぎ  大きな発見－いきものはあそび友達」
●2011年11月20日（日）
　大人のためのじっくりリス観察　※事前募集（16歳以上）
●2011年12月17日（土）～2012年1月8日（日）
　辰年クイズラリー 「どうぶつえん龍伝説」
●2011年12月18日（日）
　講演会 「身近にいた水辺の生き物 いまとこれから」　※事前募集
●2012年1月2日（月）～3日（火）
　お正月イベント（新春くるみくじ、園長と動物のお出迎え、ほか）

●2011年11月 6 日（日） あおぞら実験室（主催団体：KAPA）
●2011年11月13日（日） グリーンバード（主催団体：NPO法人グリーンバード）
●2011年11月13日（日） ネイチャー☆マジック
 （主催団体：NPO法人東京ネイチャーランド）

●2011年11月27日（日） グリーンバード（主催団体：NPO法人グリーンバード）
●2011年11月27日（日） ツリー☆マジック
 （主催団体：NPO法人東京ネイチャーランド）

●2011年11月27日（日） ネイチャー☆インプロ（主催団体：インプロ・モーティブ）
●2011年12月 4 日（日） あおぞら実験室（主催団体：KAPA）
●2011年12月 7 日（水） どんぐり広場（主催団体：NPO法人アフタフ・バーバン）
●2012年12月10日（土） ザ・忍者ネイチャーストーリー
 （主催団体：NPO法人アフタフ・バーバン）

●2011年12月11日（日） グリーンバード（主催団体：NPO法人グリーンバード）
●2011年12月23日（金・祝） ツリー☆マジック
 （主催団体：NPO法人東京ネイチャーランド）

●2011年12月25日（日） グリーンバード（主催団体：NPO法人グリーンバード）

井の頭かんさつ会　田中 利秋

　井の頭自然文化園の一番人気はアジアゾウのはな子です。今年64歳。
今、日本にいるゾウのなかで最高齢、世界で6番目に長寿なゾウ
です。ゾウといえば、やさしくて力持ちというイメージですが、野生
動物であるゾウは飼いならされたペットではありません。世界中の動
物園でゾウの飼育係は十分な注意を払って飼育にあたっていますが、
それでも事故はなくなりません。このため、今年から当園では職員が
安全にはな子の世話ができるように、柵越しに世話をすることにし、
現在、その準備を進めています。飼育方法は変わりますが、はな子を
思う飼育係の気持ちに変わりはなく、はな子が少しでも快適に暮らせ
るよう、日々、力を尽くしています。（井の頭自然文化園）

生き物たち井の 頭
公 園 の

井の頭自然文化園

ネイチャー☆プログラム（井の頭恩賜公園）

井の頭恩賜公園

●11月20日（日） 10：00～12：00　  第78回 「木の実」
●12月11日（日） 夕～夜（時刻未定）　第79回 「星」

●2011年11月3日（木・祝）～4日（金）19：00～
　井の頭恩賜公園野外劇フェスタ2011
　野戦之月海筆子（ヤセンノツキハイビィーツ）「汎やぽにあ民話－フクビキビクニ譚」
●2011年11月13日（日）  9:30～ 第80回市民歩行力測定会
●2011年11月13日（日）10：00～ 井の頭池在来魚保全エリアのオープン

井の頭かんさつ会

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

事前申し込みが必要です。
詳細や申し込み方法は、HP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

今年64歳 日本最高齢です
元気に過ごしています

（たなか としあき）

井
の
頭
公
園
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に
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コ
イ
太
郎
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紅
葉
の
さ
か
り
を
む
か
え
た
11
月
の
あ
る
日
、

わ
た
っ
て
来
た
オ
ナ
ガ
ガ
モ
か
ら

世
界
は
と
て
も
広
い
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
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そ
し
て
自
分
も
こ
の
池
の
他
の
世
界
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行
っ
て
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と
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ま
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そ
こ
で
べ
ん
て
ん
さ
ま
に
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ぼ
く
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も
っ
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広
い

世
界
に
行
か
せ
て
下
さ
い
。」

と
た
の
み
ま
し
た
。絵

と
文
　
せ
の
う
さ
ち
こ

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住

オスが卵を懸命に守る

ネイチャー☆プログラムとは…次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
 楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

キン・シオタニさん（イラストレータ・詩人）

アートマーケッツは、主に土日祝日に開催しています。 ※特例で12月19日（月）～22日（木）も開催します。
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私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
１

よみがえれ井の頭池

第1話

『いのきちさん』について
1

古紙配合率100％再生紙を使用しています

井の頭恩賜公園の歩み

？！

1 枚目

江
戸
っ
子
た
ち
の
水
道
だ
っ
た
神
田
上
水
。

そ
し
て
、井
の
頭
池
は
神
聖
な
水
源
だ
っ
た
。

二
度
助
け
て
く
れ
た
井
の
頭
公
園 　

神
田
で
J
R
中
央
線
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
吉
祥
寺
ま
で
30

分
弱
。
そ
し
て
駅
か
ら
3
分
も
歩
け
ば
、
も
う
そ
こ
は
井
の

頭
池
で
す
。

　
で
も
電
車
の
な
い
昔
、
江
戸
っ
子
た
ち
が
こ
こ
ま
で
来
る

の
は
徒
歩
で
し
た
。
徳
川
御
三
卿
の
ひ
と
つ
清
水
家
の
家

臣
、
村
尾
嘉
陵
が
記
し
た
『
嘉
陵
紀
行
』
に
よ
る
と
、
中
央

区
日
本
橋
浜
町
辺
り
の
家
を
朝
10
時
に
出
発
し
、
途
中
で
大

宮
八
幡
宮
に
寄
り
、
井
の
頭
池
ま
で
来
て
、
家
に
帰
り
つ
い

た
の
が
午
後
10
時
。
片
道
約
20
キ
ロ
、
往
復
で
12
時
間
か

か
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
っ
子
は
現
代
人
よ
り
健
脚
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誰
も
が
気
軽
に
で
き
る
散
策
で
は
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
は
い
え
、
井
の
頭
池
は
江
戸
の
水
道
「
神
田
上
水
」
の

源
で
あ
り
、
江
戸
近
郊
の
名
所
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
人
気
作
家
の
山
東
京
伝
は
、
江
戸
っ
子
の
こ
と
を

「
神
田
上
水
の
水
を
産
湯
に
使
い
、
ひ
き
窓
か
ら
金
の
鯱

（
し
ゃ
ち
ほ
こ
）
を
見
て
育
ち
、
宵
越
し
の
金
を
軽
蔑
す
る

人
種
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
「
神
田
上
水
」
は

江
戸
の
象
徴
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
水
は
江
戸
城
中
に
も
引

か
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
井
の
頭
池
が
あ
り
が
た
が
ら
れ

な
か
っ
た
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
当
時
は
池
の
周
囲
は
公
園
で
は
な
く
、
池
に
は

葦
（
あ
し
）
が
生
い
茂
り
、
な
か
な
か
野
性
味
の
あ
る
風
景

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
周
囲
に
住
民
が
増
え
始
め
る
の
は
、
大

正
12
年
（
1
9
2
3
）
の
関
東
大
震
災
後
で
、
吉
祥
寺
の
街

が
栄
え
る
の
は
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
こ
と
。
江
戸
っ
子
が
こ
こ
を
訪
れ
る
目
的
は
、
買
い
物
や

レ
ジ
ャ
ー
の
つ
い
で
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
池
を
守
る
弁
財

天
へ
の
お
詣
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　
井
の
頭
池
の
一
帯
が
「
公
園
」
と
な
っ
た
の
は
、
大
正
6
年

（
1
9
1
7
）
。
明
治
32
年
（
1
8
9
9
）
年
に
甲
武
鉄
道

（
現
J
R
）
の
吉
祥
寺
駅
も
開
設
さ
れ
、
武
蔵
野
の
自
然
環
境

へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
十
年
前
、
千
駄
ヶ
谷
か
ら
三
鷹
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
私
が
小
学
六
年
生
に
な
る
春
で

あ
っ
た
。
家
を
手
放
し
、
一
家
で
三
鷹
の
店
舗
付
ア
パ
ー
ト
に
転
が
り
込
ん
だ
の
だ
。
そ
の
こ
と
に
幼
い
な
が
ら
も

都
落
ち
を
感
じ
た
。
未
舗
装
の
道
路
、
舞
い
上
が
る
土
ぼ
こ
り
、
プ
ー
ル
の
な
い
学
校
が
そ
ん
な
思
い
に
拍
車
を

か
け
た
。

　
あ
る
日
、
父
と
す
ぐ
上
の
兄
と
で
初
め
て
井
の
頭
公
園
に
行
っ
た
。
橋
か
ら
覗
い
た
そ
の
池
は
、
陽
の
光
が
池
の

底
ま
で
届
い
て
、
水
草
が
き
ら
き
ら
揺
ら
め
き
、
そ
の
間
を
大
小
の
魚
が
行
き
交
っ
て
い
た
。
と
て
つ
も
な
く
美
し

い
と
思
っ
た
。

　
原
宿
に
あ
る
東
郷
神
社
の
池
で
ク
チ
ボ
ソ
や
タ
ナ
ゴ
を
釣
っ
て
遊
ん
で
き
た
私
は
、
濁
っ
て
い
る
池
し
か
知
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
井
の
頭
池
を
見
て
、
や
っ
と
千
駄
ヶ
谷
の
友
達
に
自
慢
で
き
る
も
の
に
出
会
っ
た
と
思
っ
た
。

三
鷹
に
住
ん
で
も
い
い
と
思
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
四
十
四
年
後
、
末
期
ま
で
進
ん
だ
咽
頭
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
の
治
療
を
終
え
、
自
宅
に

戻
っ
た
八
日
後
、
女
房
の
肩
に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
外
出
し
た
。
井
の
頭
公
園
西
園
の
芝
生
を
横
切
り
、
ほ
た
る
橋

を
渡
り
、
檜
の
大
木
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
着
い
た
時
だ
っ
た
。
一
瞬
爽
や
か
な
風
が
吹
き
、
見
上
げ
る
と
抜
け
る
よ

う
な
空
と
な
び
く
木
々
、
そ
し
て
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
き
た
。
天
空
か
ら
き
ら
き
ら
と
光
る
も
の
が
シ
ャ

ワ
ー
の
よ
う
に
降
り
そ
そ
い
で
き
た
。
そ
れ
ま
で
、
こ
こ
が
寿

命
だ
と
達
観
し
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
が
、
激
し
く
「
生
き
た

い
」
と
思
い
、
泣
い
た
。

　
私
は
人
生
の
大
き
な
節
目
で
二
度
井
の
頭
公
園
に
助
け
ら
れ

た
。
す
で
に
金
魚
鉢
を
覗
く
よ
う
な
美
し
い
池
で
は
な
い
が
、

そ
し
て
あ
の
降
り
注
い
だ
光
る
も
の
も
再
び
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
う
が
、
私
に
と
っ
て
井
の
頭
公
園
は
特
別
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

　
百
周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
新
聞
『
い
の
き
ち
さ
ん
』
の
発
刊

は
、
そ
ん
な
感
謝
の
気
持
ち
が
背
中
を
押
し
た
。
加
え
て
五
十

年
前
、
あ
の
店
舗
付
ア
パ
ー
ト
で
始
め
た
印
刷
屋
が
、
五
十
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
制
作
支
援
で
き
る
こ
と
が
、
う
れ

し
く
、
感
慨
深
い
。
　
　  

（
株
式
会
社
文
伸 

代
表
取
締
役
社
長
）

　
1
9
5
0
年
代
後
半
ま
で
、
水
中
の
藻
が
揺
れ

る
様
が
見
え
る
ほ
ど
澄
ん
で
い
た
と
い
う
井
の
頭

池
。
い
ま
は
ド
ヨ
ン
と
し
た
緑
色
で
、
気
温
の
高

い
季
節
に
は
ア
オ
コ
が
発
生
し
、
匂
い
も
気
に
な

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
状
況
の
改
善
を
目
指
し
、
市
民
団
体
、

研
究
機
関
、
西
部
公
園
緑
地
事
務
所
な
ど
が
06
年

か
ら
『
よ
み
が
え
れ
！
井
の
頭
池
！
』
の
合
言
葉

の
も
と
に
連
携
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
百
周
年
ま

で
あ
と
５
年
、
そ
の
活
動
を
具
体
化
・
活
発
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
大
枠
で
決
ま
っ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
ん
池
の

水
を
抜
い
て
汚
れ
や
外
来
種
の
生
物
を
取
り
除
く

た
め
の
「
か
い
掘
り
」
を
、
実
施
す
る
こ
と
。

現
在
、
現
状
調
査
を
は
じ
め
、
「
か
い
掘
り
」

の
方
法
や
手
順
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
本
紙
で
は
、
水
質
浄
化
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

　

２
０
１
７
年
、
井
の
頭
恩
賜
公
園
は
開

園
百
年
を
迎
え
ま
す
。
当
初
は
ま
だ
地
域

の
都
市
化
は
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
辺
り
は

の
ど
か
な
田
園
で
し
た
。
社
会
の
仕
組
み

も
人
の
暮
ら
し
も
激
変
し
た
こ
の
百
年
、

公
園
は
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。
毎
回
、
こ
の
コ
ラ
ム
で

辿
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
初
回
は
、
公
園
に

な
る
も
っ
と
前
、
江
戸
時
代
の
井
の
頭
池

に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

… 井の頭池は人が掘った人工の池である。（○×で答えてください。）
… 井の頭池でいちばん数が多い魚は次のどれでしょう。
　 （ａ）コイ　　（ｂ）モツゴ（クチボソ）　　（ｃ）ブルーギル 答えは裏の面にあります。

『いのけん』  　　　　 講座

川
井 

信
良 

（
三
鷹
市
在
住
）

（井の頭公園検定）
現在、NPO法人みたか都市観光協会と武蔵野市観光推進機構の共同主催で、
第 1回井の頭公園検定（通称『いのけん』）の実施準備が進んでいます。
『いのきちさん』で誌上講座を連載しますので挑戦してくださいネ。

具
体
的
な
池
の
浄
化
プ
ラ
ン
が

百
周
年
に
向
け
て
始
動
！

『嘉陵紀行』の
『井の頭紀行』の
手描き地図。

写真提供：
国立公文書館

井の頭池から流れ出る神田川源流

アオコが発生している井の頭池

（3級）
（3級）

問題1
問題2

▼

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園
100周年を迎えます。『いのきちさん』は、
もうすぐ100歳を迎える井の頭公園に、感謝の
気持ちを込めて、地域の市民と企業と団体の
協力により発刊された100周年カウントダ
ウン新聞です。名称は井の頭公園の「いの」、
隣接する吉祥寺の「きち」、井の頭池が市内
となる三鷹市の三「さん」を並べたものです。

（当面隔月発行となります。）

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

『
懐
か
し
の
吉
祥
寺  

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。
「
ま
ち
エ
ネ
＋
＋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

主
宰
（w

w
w
.tassetasse.jp

）
。

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。フリーランスフォトグラファー。三鷹市在住

『いのきちさん』を置いていただける所を
募集しています。


